
近年，集中豪雨や台風などによる災害が毎年のよう

に発生しており，2018年７月にも西日本を中心に広範

囲で豪雨による甚大な災害が発生している．地球温暖

化が進むにつれて災害につながる気象現象の頻度や強

度，発生場所が変化することが懸念されており，その

対策は重要な課題となっている．一方，近年の観測技

術，予測技術，ICT技術の発展には目覚ましいもの

があり，気象関連災害に対する防災・減災のあり方も

大きく変わろうとしている．

国土交通省は2017年１月に『新たなステージに対応

した防災・減災のあり方』をとりまとめた．これを受

けて，交通政策審議会気象分科会は，同年７月に

「『新たなステージ』に対応した防災気象情報と観測・

予測技術のあり方」を気象庁への提言としてとりまと

めた．さらに，2018年からは，「2030年の科学技術を

見据えた気象業務のあり方」についての審議を行い，

８月には今後10年程度を展望した気象業務の方向性と

して，観測・予測精度向上のための技術開発，気象情

報・データの利活用促進，及び防災対応・支援の推進

等についての取組を進める，とする提言をまとめてい

る．

これらの状況を受けて，日本気象学会では2018年度

春季大会においてシンポジウム「防災・減災のための

観測・短時間予測技術の未来」を開催した．シンポジ

ウムでは，気象現象を的確に把握するための観測技

術，それらを正確に予測する技術，それに起因する気

象災害を予測する技術，得られた情報を利活用・提供

し国民の安全・行動につなげる研究までの一連の流れ

に沿って，第一線で活躍している５名の専門家から基

調講演を頂くとともに全員参加による討論を行い，今

後10年程度先を見通したときに期待されうる気象観

測・予測技術の未来について展望した．
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